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金罷…木腿翼翼翼醒翼だ腿溌魂麓“よ錘…翼り

昭
和
五
十
二
年
度
の
当
初
予

算
は
、
三
川
十
八
肌
か
ら
四
川

五
Ⅱ
ま
で
の
十
八
日
間
に
わ
た

っ
て
開
か
れ
た
第
七
十
九
回
金

木
町
雛
会
定
例
会
で
、
一
部
修

正
さ
れ
可
決
と
な
り
ま
し
た
が

予
算
規
樅
は
歳
入
歳
出
と
も
昨

年
度
の
当
初
予
算
額
よ
り
二
十

二
・
九
％
期
の
二
億
八
千
二
百

五
十
四
万
七
千
円
上
廻
る
十
五

億
一
千
五
百
九
万
円
と
な
り
ま

し
た
。蕊

燕
の
大
半
は
雛
鳳
嬢
酬
識
瀧
鍵
蝿
瀧
識

職
、
給
料
で
す
。
雛
員
研
修
饗
田
田
田
田
田
鬮
田
田
田

二
百
万
円
、
雛
員
報
酬
は
鍍
是

二
五
四
、
九
二
四
千
円

九
万
五
千
円
、
副
雛
長
九
万
三

老
人
憩
の
家
を

千
円
、
雛
貝
九
万
円
に
な
り
ま

し
た
。

建
設

田
田
田
田
田
閉
田
田
田
○
社
会
福
祉
饗
Ⅱ

譲
議
鶏
鶏
露
二
八
、
血
一
四
千
門

田
圏
翻
鬮
田
田
田
田
田
街
灯
新
股
修
理
百
万
円
、
身

二
四
二
、
○
三
八
千
円
体
障
祥
者
描
祉
擬
三
百
二
十
六

自
然
休
養
村
事
業
に
鰄
紬
呵
訓
や
華
秘
唯
腱
》
州
幽

百
六
万
円
の
家
述
技
工
聯
七
百
五
十
万
円

○
総
務
符
理
税
Ⅱ
老
人
ク
ラ
・
フ
補
助
百
九
十
一
万

一
七
四
、
一
』
乱
三
千
円
八
千
円
な
ど
が
主
で
す
。

ａ

窃
囲
囲
田
田
囲
田
田
田

鍛
議
鍛
議
譲
鶴

田
鶴
田
田
田
田
田
鶴
田

四
三
、
九
一
三
千
円

特
別
職
や
職
員
の
給
料
の
ほ

か
町
挺
交
際
我
六
十
万
円
、
交

通
安
全
対
策
饗
四
百
二
万
七
千

円
、
自
然
休
養
村
計
画
樹
立
幾

百
六
万
五
千
円
な
ど
が
主
な
も

の
で
す
。

○
徴
税
税
Ⅱ三
四
、
四
四
二
千
円

納
税
貯
蓄
組
合
報
償
金
四
百

四
十
三
万
九
千
円
ほ
か
・

○
戸
鯖
住
民
登
録
我
Ⅱ

一
二
、
六
七
八
千
円

○
選
挙
饗
Ⅱ
九
、
三
五
三
千
円

○
統
計
洲
査
我
Ⅱ
二
、
一
四
四
千
円

○
監
査
委
貝
饗
Ⅱ
二
二
八
千
円

田
田
田
田
田
田
田
田
田

○
児
童
柵
祉
掛
Ⅱ

二
一
五
、
三
○
七
千
円

保
育
所
機
八
千
三
百
十
六
万

円
、
児
童
館
我
一
千
二
百
九
十

三
万
八
千
円
、
児
童
紺
侭
獅
二

千
七
百
三
十
一
万
円
な
ど
で
す

○
災
群
救
助
饗
Ⅱ
一
、
三
五
○
千
円

○
国
民
年
金
郡
務
取
扱
費
Ⅱ

九
、
七
五
三
千
円

○
保
健
衛
生
饗
Ⅱ

一
三
、
八
八
五
千
円

ワ
ク
チ
ン
や
消
誰
薬
砧
な
ど

の
予
防
饗
五
百
五
十
八
万
四
千

円
、
妊
産
婦
牛
乳
代
二
百
十
六

万
円
な
ど
。

○
浦
掃
醤
Ⅱ三
九
、
五
○
四
千
円

西
北
五
衛
生
処
理
組
合
負
担

金
二
千
九
十
三
万
一
千
円
、
塵

芥
車
購
入
饗
五
百
三
十
万
円
な

ど
で
す
。

○
病
院
饗
Ⅱ二
○
、
八
七
九
千
円

金
木
病
院
負
担
金
二
千
七
十

二
万
三
千
円
ほ
か
。

】

田
田
田
田
田
田
田
田
田

繩
鶏
露
議
鶏
露

田
田
田
田
田
田
田
田
田

二
○
四
、
八
八
○
千
円

塵
芥
車
を
購
入

二
、
四
二
九
千
円

○
労
働
諸
費
Ⅱ二
、
四
二
九
千
円

安
全
就
労
推
進
堺
業
猟
六
十

五
万
円
ほ
か
。

○
上
水
道
整
備
費
Ⅱ

一
三
○
、
六
一
二
千
円

田
田
鬮
田
田
田
田
鬮
田

一
二
九
、
九
六
八
千
円

共
同
利
用
模
範
牧
場
に

二
千
八
十
七
万
円

田
田
田
田
閉
田
田
田
田

鍛
譲
識
灘
霧
鶴

田
田
田
園
田
田
田
田
田

Ij･税

,1％

○
農
業
費
Ⅱ
一
二
五
、
川
○
三
千
円

農
業
委
員
会
醤
一
千
九
百
二

十
一
万
五
千
円
、
水
稲
種
籾
更

新
助
成
百
八
万
円
、
高
生
産
稲

作
集
団
育
成
事
業
二
百
万
円
、

り
ん
ご
ふ
ら
ん
病
緊
急
防
除
対

策
辨
業
百
十
一
万
円
、
共
岡
利

用
模
範
牧
場
二
千
八
十
七
万
二

千
円
、
国
土
洲
査
事
業
三
千
九

百
八
十
六
万
七
千
円
、
腱
免
農

遊
整
伽
促
進
饗
山
百
二
十
山
万

二
千
円
、
広
域
腱
道
整
術
促
進

聾
一
千
百
五
十
七
万
円
な
ど
が

主
で
す
。

○
林
業
喪
Ⅱ
四
、
五
六
五
千
円
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↑

認
鴎
韻
囲
認
鴎
謁
篭
弱
十
万
円
な
ど
。

鯛
田
窃
田
田
田
窃
閉
田

三
四
、
九
四
五
千
円
灘
繍
繍
鶏
》

○
商
工
枇
Ⅱ
一
三
二
、
八
○
五
千
円

三
山
、
九
四
派
千
Ｎ

尚
野
公
剛
船
粁
甥
の
勅
坪
遊
町
営
住
宅
建
設
に

歩
遊
及
び
芝
張
工
辨
叫
両
側
十

一
徳
四
百
六
十
八
万

四
万
円
、
猿
川
投
慨
工
椛
三
両

七
千
円

〃
円
、
観
光
協
会
助
成
二
百
二

田
中
勇
吉
議
員

中
村
美
智
男
氏

勲
五
等
瑞
宝
章
受
章

勲
七
等
旭
日
章
に
松
川
駒
太
郎
氏

(中村美智男氏）（田中勇吉議員）

金
木
町
議
会
議
員

の
田
中
勇
吉
氏
と
元

金
木
町
収
入
役
の
中

村
美
智
男
氏
は
、
春

の
生
存
者
叙
勲
に
よ

り
、
勲
五
等
瑞
宝
章

を
受
章
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
・

田
中
氏
は
、
二
月

に
全
国
町
村
議
会
議

長
会
か
ら
、
町
議
会

識
員
と
し
て
三
十
年

○
土
木
樒
理
澱
Ⅱ

三
五
、
八
八
Ｗ
千
円

○
道
路
橘
梁
聾
Ⅱ

七
七
、
山
一
九
千
円

除
諏
川
グ
レ
ト
ダ
ー
職
人
一

千
三
十
万
円
、
道
路
新
投
改
良

税
四
千
二
両
八
十
万
円
、
大
東

ヶ
丘
線
凍
祥
防
止
工
聯
五
百
八

十
七
万
五
千
川
、
芦
和
線
改
良

工
輔
一
千
川
面
六
十
九
万
円
な

ど
が
主
。

以
上
在
職
し
て
い
る
の
で
、
自

治
功
労
者
と
し
て
表
彰
を
受
け

て
お
り
ま
す
。

中
村
氏
は
、
金
木
町
消
防
団

団
長
に
二
十
年
在
職
し
て
い
る

の
で
、
今
回
の
受
章
に
な
り
ま

し
た
。ま

た
、
松
川
駒
太
郎
氏
に
も

金
木
町
消
防
団
に
三
十
五
年
の

在
職
に
よ
り
、
勲
七
等
旭
日
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

○
河
川
聾
Ⅱ
一
、
三
孔
六
千
円

○
仇
宅
税
Ⅱ
一
○
八
、
一
山
六
千
円

町
憐
住
宅
上
水
道
切
粋
工
覗

両
三
十
万
川
、
町
憐
仇
宅
三

十
戸
）
趣
投
工
聯
一
億
Ｗ
百
六

十
八
万
七
千
円
が
主
で
す
。

学
校
給
食
施
設
建
設
に

一
千
六
百
十
万
円

○
教
育
総
務
聾
Ⅱ

三
二
、
三
九
二
千
円

教
育
委
員
会
事
務
局
饗
三
千

二
百
十
九
万
円
が
主
。

瀧
田
田
田

灘
田
閉
田

爵瀧驚
田田田田

○
消
防
餅
Ⅱ九
七
、
三
六
七
千
円

津
軽
北
部
消
防
事
務
組
合
負

担
金
及
び
分
担
金
八
千
七
百
十

二
万
九
千
円
、
消
防
施
投
機
（

消
火
栓
設
置
二
ヶ
所
、
警
鐘
台

小
型
動
力
ポ
ン
プ
）
二
百
七
十

九
万
円
な
ど
で
す
。

鍵§
田田

騨田鬮
鬮瀧驚
田囲田田

一
六
三
、
六
四
三
千
円

九
七
、
三
六
七
千
円

←虫

○
小
学
校
費
Ⅱ
四
九
、
四
六
三
千
円

○
中
学
校
聾
Ⅱ
一
九
、
三
九
四
千
円

○
社
会
教
育
我
Ⅱ

三
七
、
四
七
一
千
円

各
弧
学
級
饗
二
面
二
十
八
万

円
、
文
化
財
洲
査
我
百
二
十
六

万
五
千
円
、
公
民
館
饗
二
千
五

百
七
十
一
万
一
千
円
な
ど
。

○
保
健
体
育
我
Ⅱ

二
四
、
九
二
三
千
円

社
会
体
育
聾
百
十
二
万
円
、

体
育
施
設
饗
二
百
九
十
三
万
円

学
校
給
食
施
投
建
投
饗
（
嘉
瀬

小
学
校
）
一
千
六
百
十
万
二
千

円
な
ど
で
す
。

窃田田田

田田田田

田
田
田
田
田
田
田
田
田

鍛
講
譲
鐸
譲
錘

田
田
田
田
田
田
田
閉
田

八
四
○
千
円

○
蕊
金
袖
立
金
Ⅱ
五
四
○
千
円

○
特
別
会
計
繰
出
金
Ⅱ
三
○
○
千
円

田
閉
田
田
田
田
鬮
田
田

識
鶏
霧
錘
畿
識

田
田
田
田
田
田
田
田
閉

一
五
、
七
四
三
千
円

一
○
一
、
六
○
四
千
円

○
公
償
鵜
Ⅱ
一
○
一
、
六
○
四
千
円

～一一､
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……金…木…だ翼翼調…よ…りヌ鰹翼……

町
で
は
、
金
木
町
褒
尚
規
則

に
雌
づ
い
て
、
三
″
十
六
日
金

木
町
褒
尚
群
盃
会
を
開
き
、
群

査
の
結
果
、
三
Ｈ
三
十
日
午
前

十
一
時
よ
り
金
木
町
中
央
公
民

昭
和
五
十
一
年
度

金
木
町
褒
賞
授
与
式

館
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
か
た
が

た
に
金
盃
を
州
り
褒
尚
し
ま
し

た
。

※
こ
内
は
主
な
功
紙
及
び

通
算
在
職
年
数

“
名
１
団
体
褒
賞
さ
れ
る

一一

（金木町褒賞授与式風景）

《
自
治
功
労
褒
寅
》

○
通
算
十
五
年
以
上
の
町
職
員

竹
内
ト
ミ
エ
（
鋤
）
村
田
裕
子

（
鋤
）
白
川
勝
造
（
卯
）
伊
藤

柾
雄
（
Ⅳ
）
館
山
登
美
代
（
、
）

○
そ
の
他
の
自
治
功
労
褒
賞
受

賞
者

元
石
繁
正
（
行
政
協
力
委
員
吃

年
）
烏
谷
喜
八
郎
（
金
木
病
院

職
員
鋤
年
）

《
特
別
功
労
褒
賞
》

○
体
育
・
文
化
関
係

金
木
町
立
南
中
学
校
（
団
体
・

体
育
振
興
）
泉
谷
明
（
文
化
振

興
）○

産
業
関
係

中
谷
藤
太
郎
（
金
木
艘
業
協
川

組
合
役
貝
鋤
年
）
古
川
班
之
助

（
同
加
年
）
脇
神
米
吉
（
Ｍ
巧

年
）
鎌
田
孫
右
工
門
（
斑
瀬
腱

業
協
Ｍ
組
合
役
員
四
年
）
秋
元

幸
之
進
（
Ｍ
”
年
）
吉
崎
忠
瓶

（
岡
Ⅳ
年
）
佐
藤
疸
美
（
金
木

農
業
協
同
組
合
職
貝
調
年
）
近

藤
満
（
同
詔
年
）
津
島
邦
雄
（

同
お
年
）
沢
田
薫
（
嘉
瀬
典
業

協
同
組
合
職
員
記
年
）
鳴
海
俊

三
（
同
犯
年
）
沢
田
久
作
同

調
年
）
夏
坂
仁
八
（
り
ん
ご
振

興
）
近
藤
元
二
（
林
業
振
興
）

伊
丸
岡
浅
五
郎
（
畑
作
振
興
）

夏
坂
徳
蔵
（
養
豚
振
興
）
中
野

博
臣
（
典
業
振
興
）
工
藤
武
男

（
林
業
振
興
）
鼎
川
多
一
郎
（金

木
高
校
家
庭
科

⑧
ひ
じ
き
の
酢
の
物
マ
ー
ガ
リ
ン
を
と
か
す
。

①
ひ
じ
き
は
、
水
洗
い
し
⑥
具
を
合
わ
せ
酢
で
あ
え

て
で
き
あ
が
り
。

水
に
つ
け
て
お
い
た
も

の
を
ゆ
で
る
。

②
ご
ぼ
う
、
干
し
し
い
た
●
材
料
（
四
人
分
）

け
、
に
ん
じ
ん
を
線
切
○
ひ
じ
き
二
○
号

り
に
し
、
ゆ
で
る
。
○
き
ゅ
う
り
１
－
２
本

③
き
ゅ
う
り
を
斜
め
う
す
○
ご
ぼ
う
四
○
毎

切
り
に
し
て
か
ら
線
切
○
干
し
し
い
た
け
二
枚

り
に
し
、
ゆ
で
る
。
○
に
ん
じ
ん
四
○
号

④
み
ょ
う
が
を
う
す
切
り
○
み
ょ
う
が
五
個

に
す
る
。
○
マ
ー
ガ
リ
ン
大
さ
じ
一

⑤
合
わ
せ
酢
を
つ
く
る
。
○
酢
四
○
醐

酢
、
砂
糖
、
マ
ー
ガ
リ
○
砂
糖
五
管

ン
を
合
わ
せ
、
弱
火
で
○
し
ょ
う
ゆ
四
○
鋤

溌蕊燕蕊溌
蕊溌

蕊鳶蕊溌

溌溌溌溌溌
蕊溌難溌醗

ピ。

開
拓
農
業
振
興
）
秋
谷
永
一
（

観
光
振
興
）
泉
谷
佳
正
（
葉
た

ば
こ
振
興
）
白
川
章
一
（
酪
農

振
興
）
高
橘
元
弥
（
商
工
振
興

）
成
田
清
明
（
同
）

○
福
祉
関
係

工
藤
賢
治
（
民
生
委
員
加
年
）

石
戸
谷
定
一
（
同
昭
年
）

○
消
防
関
係

田
中
長
三
郎
（
消
防
団
員
加
年

勤
続
）
角
田
豊
吉
（
同
和
年
）

小
山
内
正
美
（
同
釦
年
）
白
川

永
一
（
同
訓
年
）
白
川
政
春
（

同
鋤
年
）
高
松
寅
吉
（
同
訓
年

）
白
川
茂
春
（
同
和
年
）
阿
部

重
蔵
（
同
訓
年
）
神
島
岩
夫
（

岡
訓
年
）

《
善
行
褒
賞
》

大
佐
喪
三
次
郎
（
金
木
町
中
央

公
民
館
へ
民
芸
品
の
寄
贈
、
社

会
に
奉
仕
等
）

町
で
は
こ
の
た
び
、
出
稼
労

働
者
に
対
す
る
求
人
情
報
の
提

供
、
留
守
家
族
と
の
相
談
と
、

援
護
を
中
心
に
左
の
九
名
を
、

地
域
相
談
指
導
員
と
し
て
、
配

置
し
た
の
で
、
気
軽
に
御
相
談

く
だ
さ
い
・

竹
内
昭
子
昭
和
町
“

川
、
良
子
蒔
田

竹
内
正
友
藤
枝

中
村
ハ
ギ
エ
嘉
瀬

須
崎
美
都
里
嘉
瀬

加
賀
谷
ト
ヨ
喜
良
市

今
サ
ダ
喜
良
市

葛
西
ト
ミ
エ
更
生
部
落

前
田
和
子
神
原

出
稼
関
係

指
導
員
を
配
置

‐一一一一一ニュュニーュ一一一△一一一一一▲一一一一一一一△｡ 一 一一ザ＝ 垂 ＝
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金……木…“だ罐麓…よ…り

＊春の交通安全に協力を／

春の交通安全パレードに参加の老人クラブと

保育所のみなさん。

＊国体（夏・秋季大会）を目前に

して／

あすなる国体夏・秋季大会開会

式の集団演技の練習にはげむご婦

人がた。

1〆宇晶

さ
る
三
月
二
十
八
Ｈ
、
金
木

町
の
花
扇
舞
踊
研
究
会
（
会
及

中
西
消
逸
氏
）
で
は
、
中
里
町

静
和
間
を
訪
ず
れ
、
こ
れ
ま
で

地
域
社
会
に
貢
献
し
て
き
た
お

年
寄
り
た
ち
の
余
生
を
、
い
く

ら
か
で
も
ね
ぎ
ら
う
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
、
日
頃
鍛
え
た
腕
を

十
二
分
に
発
揮
し
、
プ
ロ
顔
ま

け
の
演
技
に
、
静
和
間
に
入
圃

の
お
年
寄
り
た
ち
も
、
入
閣
の

さ
び
し
さ
を
忘
れ
て
、
花
扇
会

＊スピードスプレーャーで

公園内の害虫を防除／

芦野公園内の松や桜の木に

つく害虫の防除にスヒ。－ドス

フ･レーヤーを活用。

″
お
み
や
げ
〃
ど
っ
さ
り
も
っ
て

静
和
園
を
踊
り
で
慰
問

大
喜
び
の
お
年
寄
り
た
ち

金
木
花
扇
舞
踊
研
究
会

か
ら
の
お
み
や
げ
を
前
に
し
て

大
喜
び
で
し
た
。

～

（
２
月
）

金
子
唖
（
胞
治
）
喜
良
市

小
野
智
史
（
祐
二
金
木

工
藤
健
道
（
栄
一
）
藤
枝

角
田
智
美
（
修
二
金
木

白
川
兼
吾
（
昭
暦
）
金
木

浜
田
浩
平
（
和
人
）
粥
瀬

松
川
美
穂
子
（
慶
造
）
嘉
瀬

山
中
緩
奈
（
満
）
嘉
瀬

原
田
雪
野
（
繁
福
）
藤
枝

今
友
美
（
秀
男
）
喜
良
市

加
綴
谷
竜
真
（
勝
広
）
喜
良
市

今
ま
す
み
（
俊
春
）
喜
良
市

角
田
未
佳
（
竜
二
金
木

原
佃
耐
希
子
（
武
美
）
嘉
瀬

岡
田
久
美
子
二
喜
）
喜
良
市

中
符
五
美
（
征
紀
）
川
倉

岡
田
美
和
（
誠
一
）
喜
良
市

白
川
瑞
元
（
橘
志
博
）
金
木

－ご誕生一

おめでとう

綴
織
妃
蕊
蕊
濠
良
唾

伊
藤
拓
也
（
光
俊
）
喜
良
市

沢
田
恢
也
（
忠
）
嘉
瀬

松
川
舞
子
（
国
利
）
嘉
瀬

松
川
皆
子
（
国
利
）
嘉
瀬

今
雄
平
（
悟
）
喜
良
市

秋
元
学
（
守
）
金
木

大
橋
真
琴
（
照
雄
）
喜
良
市

津
島
寿
美
代
（
文
夫
）
金
木
一

伊
藤
一
美
（
文
一
）
喜
良
市
一

泉
谷
好
能
（
精
司
）
川
倉
一

其
田
康
子
（
兇
）
川
倉
一

伊
丸
岡
智
美
（
尖
）
喜
良
市
一

竹
内
伊
藤
伊
藤

〈
Ｔ飛

品
伊
藤 人口と世帯数

男7，340

人口女7，421

計14,761

世帯数3，690
(S52.3.31現在）

（
３
月
）

豪
（
正
光
）
藤
枝

健
（
秀
正
）
喜
良
市

咲
子
（
義
弘
）
嘉
瀬

章
宏
（
淌
悲
）
喜
良
市

宏
一
（
明
）
喜
良
市

美
幸
（
亜
勇
）
金
木

（5）



金…木…だ鰹…よ…り
…

悪一群~悪~容一守~？

芳
置
賢
幸
（
邦
夫
）
金
木

工
藤
寿
史
（
昭
三
川
倉

今
紀
孝
（
茂
）
喜
良
市

古
川
美
希
（
孝
弘
）
金
木

三
橘
恵
美
（
滴
美
）
金
木

秋
元
勇
尚
（
男
）
川
倉

杉
山
竜
司
（
司
）
中
柏
木

沢
田
奈
央
子
（
弘
道
）
嘉
瀬

荒
関
利
服
（
昌
毅
）
金
木

山
中
麻
子
（
哲
司
）
嘉
瀬

白
川
豊
仁
（
豊
則
）
川
倉

角
田
し
の
ぶ
（
昭
二
金
木

花
田
芽
生
（
悴
）
金
木

（
岬
蝿
轆
一
一
》
蝿
一
韓
里
癖

（
無
韻
｛
雲
嬉
拝

（
鰡
千
蝕
輩
燕
毒
諦

（
聿
踊
賢
桐
壺
罰
錘
認
一
諏
力
蹄

（
誰
藤
ま
錘
一
一
樗
蜂
一
輻
所
諦

『
奥
田
英
朗
（
栄
五
郎
）
岐
阜
県

一
山
中
悦
子
（
秀
俊
）
嘉
瀬

－ご結婚－

おめでとう

職
（
２
月
）

（
踊
節
董
浄
悪
襯

（
諦
癖
ひ
隼
趣
一
》
鋤
一
輩
前
赫

（
群
酎
搾
乏
一
》
韮
一
蓉
城
稗

、
山
中
淳
（
文
雄
）
嘉
瀬

一
鈴
木
恵
子
（
英
男
）
茨
城
県

（
榊
霄
榊
辱
畦
莚
訶
鋤
糖
一
鐸
押

（
唾
砺
春
毒
堯
垂
轆
評
一
軒
葉
叫

（
牢
馴
恵
輩
塞
一
確
蝿
一
釧
玉
“

（
群
諦
諦
誠
一
評
非
一
》
梓

（
糾
静
芋
蕊
一
議

へ
川
田
広
（
好
助
）
茨
城
県

一
田
中
伸
枝
（
雄
太
郎
）
金
木

（
卵
認
確
認
一
濡
霊
一
》
力
群

蕊
綱
舞
蕊
》
薫

（
癖
蛎
貞
轟
装
垂
唾
罐
一
諦
壷
制

（
岬
認
由
》
毛
一
審
唯
一
群
坤
啼

（
鋤
識
岡
蕊
碓
堯
壁
娠
一
誹
議
椎

（
艫
挫
一
（
堕
準
融
野

（
３
月
）

、

ヘ
今
良
逸
（
健
二
喜
良
市

一
境
鈴
江
（
叶
）
長
崎

（
咄
轆
藤
嘉
》

（
轤
癖
識
諏
一
群
塞
一
唯
動

蕊
蕊
《
蕊
）
蟹

（
評
馳
吉
識
一
睡
一
口
一
雪
函
柿

（
》
癖
と
翻
読
一
識
罐
雪
龍
宮
癖

（
魎
轆
認
識
一
蝿
二
楯
癖

へ
古
川
実
（
重
蔵
）
弘
前
前

一
木
村
徳
子
（
金
利
）
嘉
瀬

（
癖
跨
の
罐
諮
一
審
榊
信
蔀
金
樟

象
田
レ
イ
迂
噸
索
輌

（
恥
諦
る
誕
稚
評
蓋
一
識
海
稚

（
澤
甦
千
》
琴
一
癖
鑑
一
軍
罰
諦

（
跨
藤
ひ
醒
謎
一
睡
錘
一
癖
癖

（
》
戸
谷
噺
↑
涯
罰
逵
鏑
一
却
搾

（
溌
智
逵
噌
悪
鴨

へ
辻
武
司
（
み
よ
し
）
神
奈
川

－
其
田
川
久
子
（
智
子
）
川
倉

（
啼
銅
雫
罹
一
琴
轄
一
惇
海
癖

（
２
月
）

木
下
ナ
カ
（
兜
）
嘉
瀬

角
田
建
久
（
、
）
金
木

吉
崎
年
一
（
“
）
嘉
瀬

岡
田
美
和
（
１
）
喜
良
市

鳴
海
ト
シ
（
舵
）
嘉
瀬

秋
元
を
わ
（
帥
）
神
原

長
谷
弥
市
（
副
）
金
木

角
田
熊
太
郎
（
的
）
金
木

会
沢
節
子
（
蝿
）
喜
良
市

需
彗
鍾
一
窯

（
罐
帳
千
癖
謎
一
唾
錐
蛎
詮
千
》

ヘ
嘉
山
直
利
（
直
吉
）
金
木

一
瀬
戸
久
美
子
（
久
義
）
長
崎

（
芽
誇
僻
幸
一
蔀
誹
一
轄
良
柿

（
辛
認
恵
利
蓉
一
蒋
塞
罐
群

、
浅
利
文
雄
（
勇
太
郎
）
川
倉

一
白
川
悦
子
（
兼
吉
）
稲
垣

､おくやみ一
申しあげます

磐墨圏

《
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
乗
る
な
ら
飲
む
な
》

唾

棟
方
つ
わ
（
師
）
金
木

浜
田
美
智
江
（
副
）
嘉
瀬

桑
田
喜
之
（
師
）
喜
良
市

山
中
寅
五
郎
（
刀
）
嘉
瀬
↑

山
中
志
み
（
妬
）
嘉
瀬
一

其
田
た
る
（
師
）
川
倉

山
中
た
み
（
蛇
）
嘉
瀬

古
川
兵
七
（
沼
）
喜
良
市

中
村
兼
治
郎

三
上
信
彦

阿
部
チ
ヤ

田
中
ハ
ル

内
海
と
み

花
田
柾
八

〆一、〆一、ヘヘー、一、

外戎大原蔦石外工岩原工荒
崎谷橘田西田崎藤崎田藤関

ふ

弘じ兼則正文一千豊上勝
子徹子光子明子弘鶴満ミ博
へへ

雲窯悪農E慈漂
、-〆－志､一"、-'ーー郎郎

嘉香喜嘉、‐/北中喜島藤一一
良金海良金中

瀬川市瀬木道里市根枝木里

（
３
月
）

ヘヘヘーヘヘヘ

766581434282
…ー一一…ー

嘉嘉金嘉金川

瀬瀬木瀬木倉

芦
野
公
園
の
桜
ま
つ
り
も
は

じ
ま
り
、
今
年
も
た
く
さ
ん
の

人
出
で
に
ぎ
わ
う
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
典
家
の
人
も
、
こ
の

ま
つ
り
に
は
手
を
休
め
、
重
箱

に
ご
ち
そ
う
を
い
っ
ぱ
い
作
っ

て
、
ゴ
ザ
を
片
手
に
家
族
総
出

で
花
ま
つ
り
を
楽
し
み
ま
す
。

桜
吹
雪
の
中
で
飲
む
酒
の
う
ま

さ
…
…
。
園
内
で
は
、
民
謡
が

流
れ
、
酔
い
し
れ
て
踊
り
だ
す

人
や
唄
い
だ
す
人
な
ど
様
々
で

す
。
夜
は
、
花
火
と
夜
桜
で
楽

し
め
ま
す
。
ボ
ー
ト
乗
場
か
ら

花
火
を
見
る
と
、
花
火
の
中
に

く
っ
き
り
と
桜
が
映
え
、
い
っ

そ
う
あ
ざ
や
か
に
う
つ
り
ま
す

桜
ま
つ
り
が
終
る
と
、
田
植

え
の
時
期
で
す
。
田
植
機
で
植

え
る
農
家
も
ふ
え
て
き
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
人
に
よ
る
田
植

え
が
多
い
よ
う
で
す
。
人
手
の

手
配
は
も
う
す
み
ま
し
た
か
。

苗
の
成
育
は
ど
う
で
す
か
。
津

軽
平
野
の
活
動
期
は
も
う
そ
こ

ま
で
来
て
い
ま
す
。

鐸

《ニュー《△△《《▲▲▲▲▲《《△《《《《▲△一一一杢
壺亜豆豆一
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